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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
評価 学校関係者記入欄

人数 コメント

Ｄ

Ａ
４人

Ｂ
１人

Ｃ

Ｄ

Ａ
５人

Ｃ

Ｄ

Ａ
５人

Ｂ

Ｃ

Ｄ

・教室内に英語の挨拶などがたくさん掲示されており、日頃からの取り
組みがされていることが分かった。「洗小だより」からも工夫して体力向
上に取り組まれている様子が見て取れる。
・外国語活動については直接見学することはできませんでしたが、冊子
から学びの内容、様子を知ることができました。
・外国語活動やコミュニケーション能力などこれから先に必要なスキルを
早いうちから身に付け、自信をもてるようになればと思いました。一つ一
つの積み重ねを大事にして丁寧な指導が伺えられます。
・外国語教育については、コロナ禍の制約がある中で、モデル校として
形のある成果を残されたこと、評価されるべきことだと思います。対象と
なった学年の子どもたちにとっては直接の参観が実現しませんでした
が、自信につながったと思います。コミュニケーション能力に関しては、
東工大留学生との交流も、一般の学校では得られない貴重な体験に
なっていると思われます。
・パソコン教育に力を入れており、個別にタブレット活用も進めている。
低学年ではピクチャーキッズなどで興味を持てるように工夫し、先生は
プロジュクターを使用し児童が集中して習得できるようにしている。３年
生の音楽ではPCにより紙の教科書にはない曲の知識も得ている。６年
生はSDGｓの為に「世界の皆に水とトイレを」のスライドを作成した。係の
ＨＰを作成し、タッチペンやプレゼンテーションソフトも活用。４年生では
世界に誇る和紙文化について考えるなど、世界に日本が発信していけ
ることについて深く学んでいる。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。 ３：

８５％
以上

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

１：
７５％
以下

各教科を通してコミュニケーション能力の
育成を目指して指導の工夫を行い、言語
活動の充実を図る。
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〇「外国語に親しみ、進んでコミュニケーションを図ろうとする
児童の育成～言語活動の視点からの授業改善を目指して
～」を研究主題に設定し、外国語活動・外国語科の研究を重
ねてきた。予定されていた「全国小学校英語教育実践研究大
会」が中止となったが、教科調査官の山田誠志先生にお越し
いただき、研究の成果を校内において発表、まとめを行うこと
ができた。研究の成果物として、研究発表の映像、リーフレッ
ト、指導案等を区内小中学校に配布し、外国語活動、外国語
科の指導方法、取組を広めたた。
〇「第２０回ものづくり教育・学習フォーラム」への出品にあた
り、４年生が国語科の学習と関連付けて、「紙すき作り」に取
り組んだ。
〇「一校一取組」として体力向上を目指し、短縄跳びに全校
で取り組んだ。感染対策を取りながら、体力向上、記録向上
を目指した。

Ａ
５人

Ｂ

プ
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１
　
未
来
社
会
を
創
造
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の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

１２月に実施する保護
者アンケート項目「望ま
しい人間関係を築ける
ようにしている」の肯定
的回答の割合

４：
９５％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

・職層の異なる教員がペアで取り組む研修はスキルアップだけでなく、
連携を大切にしている姿勢が表れており素晴らしいと感じた。
・ご配慮頂き、展覧会を見せて頂きました。どの作品もアイデアいっぱい
で素敵でした。
・先生方の研修が充実していると感じ、それに伴い保護者の学校教育
への関心度も高くなっているものと思いました。また、展覧会の実施と新
しい試みも良いと思いました。
・洗小の先生方は、タブレットや電子黒板を創意工夫して活用されてい
る印象です。学級閉鎖時も含めて、自宅からリモートで参加している生
徒への対応や、委員会、係活動なども工夫して取り組まれていること
は、もっと評価されて良いのかなと感じます。
・全校遠足は徒歩での多摩川台公園で自然に親しみ、体力づくりや縦
割り教育の体験を積んだ。伊豆高原移動教室も１泊２日にして実施され
た。１年生を迎える会は６年生が工夫して行い、１年生にも一人一人自
己紹介の機会をつくり、低学年には自立の自覚、上級生には責任感と
リーダーシップの成長をうながした。コロナ禍で安心して生活できる静か
な環境を作っている。災害訓練も分散して行った。

○自己肯定感を高める工夫や互いを認め合う学級集団づく
り、「特別の教科道徳」の授業改善、いじめの早期発見、早期
対応、早期解決の徹底、不登校児童についての対策、生命
尊重週間等の取組を行ってきた。OJT、スキルアップ研修等
を通して、教師の学級経営力を高める等の対策を立て、「未
来への希望に満ちた豊かな心を育む」という目標の実現を目
指している。
〇各学期にあいさつに関する生活目標を設定し、学校全体で
挨拶の意識を高める取り組みや、校長講話において挨拶を
することの意義についての話も行い、児童の学習・生活アン
ケート「挨拶、返事、ですますをつけた話し方ができている」項
目の肯定的回答の割合は90％を達成している。
〇６年児童から毎月「あいさつ標語」を募集し、あいさつにつ
いて毎月考え、親しみ、身近に感じることができるよう校内に
掲示を行った。
〇年間を通して問題行動・不登校問題対応に組織的にあた
り、児童一人一人に関するケース会議を開催し、学校全体と
して周知徹底することができた。
〇ハイパーQUを３年生以上の学年に２回実施し、児童の学
級に対する満足度からよりよい人間関係の構築を図るため
に、コンサルティングを受けた。児童のコミュニケーション能力
の向上を目指し今後も学級経営に生かしていく。
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○校内委員会は月1回、定期的、計画的に実施している。
様々な課題を抱える児童について、関係諸機関とも連携し
て、課題があるときはすぐに委員会を開き、課題解決を図っ
た。
○校内では、OJT研修として、職層の異なる教員がペアにな
り、それぞれの授業を見合って授業改善に取り組む研修、管
理職や主任級教員が、若手の教員に、生活や学習の指導や
工夫について講義等を行うスキルアップ研修を実施したり、
連絡会でICT研修として学びポケットの活用、タブレットの操
作等の研修も随時行った。
○土曜授業公開（運動会、展覧会）にはほとんどの児童の保
護者が来校した。「分かりやすい授業をしている」は、7割近く
の保護者がA評価だが、「活動が充実している」の方は、それ
より低くなる。教室での授業でも、子供たちが意欲的に学ぶ
姿を見ていただきたいものである。どちらの項目も肯定的評
価となると9割を超える。

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

Ｂ

Ｃ

Ｄ

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・少人数による算数授業など、児童一人ひとりの理解度に合わせた指
導が効果的であると感じた。
・少人数授業は子ども一人一人の学びを支える大切な取り組みだと感じ
ました。
・学習カルテやステップ学習シートの活用により一人一人に沿った学習
方法の指導が子供たちの意欲につながっていると思います。１年生から
少人数算数授業の実施もより個々に近い学習体制が良いと感じまし
た。
・算数少人数を１年生から取り入れていただいていることは、生徒数が
少ない本校の特徴を活かした取組でもあり、有意義だと思います。授業
の様子を見ていても、それぞれのクラスで子どもたちが真剣に取り組ん
でいる様子が見られ、効果的だと感じます。
・コロナ禍の中でも児童の学習意欲が高まる工夫をしている。図書室利
用に力を入れ、２学期初頭までに６７００冊を貸し出した。算数では低学
年から習熟度別授業を取り入れ、個人差を埋めている。講師の補充もし
つつ、緊急事態宣言下では児童の教室移動を自粛し感染予防に努め
た。４年生図工では、美しい花を自由に製作したり６年生社会では戦国
武将と天下統一について資料豊かに学んだ。

〇大田区学習効果測定の結果をもとに学習カルテを作成し、
夏休み前に児童一人一人と学習の方法について面談をし
た。
〇１年生から都費講師による少人数算数授業を展開し、きめ
細かい指導で確実な定着を図った。また、ステップ学習シート
を使い、定期的な到達度をチェックを行い、保護者に知らせ
た。
〇学期に１度全教員に習熟度別授業観察を義務付け、主体
的・対話的で深い学びにつながる授業づくりの実践を行った。
授業改善の視点を明らかにして、授業のフィードバックを行っ
た。

・毎月の「洗小江戸しぐさ」により、挨拶やマナーを楽しく取り組める工夫
がされている。訪問した際も、元気よく明るく大きな声で挨拶があった。
・いじめや問題行動、不登校問題は継続して対応していってほしいと思
います。
・以前から挨拶がきちんとできていると感じていましたが、目標や標語を
考えることで心から挨拶でき、そこからはじまるコミュニケーションも大事
と考えます。
・あいさつや返事について、本校の生徒は良くできている方だと感じてい
ます。授業を見学した際に１年生が先生の問いかけに対してみんなで元
気よく返事をしていたのが印象的でした。コロナ禍で家庭事情の苦しい
生徒もいるかと思います。いじめや不登校については、引き続き多くの
大人の目で見ていただけるとありがたいです。また、コロナ禍の制約の
中でも運動会、展覧会を開催していただき、子どもたちが技や体力、表
現をできる機会をつくり、他の子供たちから”ほめられる”ことは自己肯
定感を高めるに何より効果的だと思います。
・全国的にいじめ問題・不登校問題が低年齢化しているが、洗足池小学
校ではそのきざしが見えた時には必ずきめ細やかな対応をしている。ま
た連携機関とも緊密な関係を保っているため、完全に不登校になってい
る児童はいない。級友についてのアンケートでは３、４年生だけではなく
５、６年生も行っている。クラブ紹介動画を上級生が作り３年生教室で上
映したり、石中生徒お勧めの本を図書館で紹介する低学年連携と小中
連携での心のつながりを大切にしている。

・東工大留学生との交流について、コロナ禍においてもウェブによるリモートで行わ
れていた。一方通行でなく、ゲームなどを交えたインタラクティブな取り組みが素晴ら
しいと感じた。
・外でソーシャルディスタンスを取って遊ぶ工夫はとても良いと思いました。
・ソーシャルディスタンスをとるなど行動に制限がある中で、体を動かすことができた
り、パラリンピック観戦を通して日本のスポーツの文化、伝統を学ぶ良い機会に思い
ました。
・オリンピックパラリンピックは、生徒たちにとっては、一生忘れられない思い出になる
と思います。パラの応援に行けなかったのはとても残念でした。限られた校庭に加え
て屋上も使ってクラス別で工夫して遊べるようにしていただいているのはありがたい
です。
・コロナ禍の中でも、水泳や体育や行事は中止せず工夫して行い、出来る限り黙って
楽しめるように努めた。６月時点で体育の時は２メートル間隔を取ってマスクをとって
もいいように、感染対策に配慮した。１年生も体育では綺麗に整列し体力づくりと同
時にマナーも会得している。運動会は各学年で実施し徒競走・表現・リレーなど多種
目にし工夫をこらした。

○6月と10月に行った「早寝・早起き・朝ごはん」の取組では、
家庭との連携を図り、児童に望ましい生活習慣が確立できる
よう協力を仰いだ。
〇30分休み及び昼休みには、児童が外でソーシャルディスタ
ンスを取って遊ぶことができるように奨励し、校庭・体育館・校
舎の屋上を分けて遊べるようにした。体育朝会では、短縄で
の体力向上を図り、目的意識をもって練習できるよう工夫し
た。
○「オリンピック・パラリンピック教育」においては、東京２０２０
パラリンピック大会を学級の友達と教室でネット観戦する体
験を行った。東京工業大学の留学生との交流を通して、国際
理解教育や伝統・文化教育を継続して推進した。また今後、
各教科、領域の中において５つの資質をさらに育てるよう計
画している。

Ａ
５人

Ａ
５人

B

Ｃ

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

オリンピック・パラリンピック教育において、
体験や交流活動を取り入れ、重点的に育
成すべき５つの資質を育てる。

経験年数・職層の異なる教員のペアを組
み、メンターシップ研修を行うことで、メン
ティーは学習指導力を、メンターは指導・助
言の能力を高める。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康増
進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

子どもたち一人一人が誰にでも明るく、元
気に挨拶ができるよう指導を工夫する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

取組
評価

これまでの取組
今後の改善策

東京工業大学・地域と連携した教育活動を
充実させる。

3
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２：
８０％
以上

１：
７０％
以上

4

１１月に実施する児童
の学習・生活アンケー
トの項目「毎日学校で
生活することが楽しい」
の肯定的回答の割合

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

○教室で授業を受ける児童だけでなく、コロナ禍において登
校が心配な児童においてはリモートによる授業の充実を図っ
た。学校だより、給食だより、学年だよりは毎月ホームページ
に更新している。
○東京工業大学留学生との交流では、タブレットを活用し、リ
モートによる国際交流を図ることができた。直接交流は叶わ
なかったが、校内においてタブレットを持ち歩いて、学校を案
内したり、１対１で個人で交流したり、配信したりと工夫した。
最後の交流会では、留学生の日本語での発表を聞く時間を
設定し、留学生の国の様子を聞く時間を取ることができた。
〇学校便りの改善を図り、紙面をA３版両面刷りに拡大し、写
真を複数入れることで紙面の充実を図った。

・学校便りは、ひと目でその月の活動が分かるよう、写真も多く掲載され
ており、毎月届くのが楽しみである。コロナ禍でも家庭が安心して学べる
配慮（リモート）がされている。
・洗小だよりはカラー写真が入り子どもたちの様子や学校の取り組みが
分かりやすく伝わる内容だったと思います。
・授業や交流会などリモートを活用し、家庭や地域が協力して今の時代
に合った教育活動ができる環境づくりの大切さを感じました。
・コロナ禍で外部と連携した活動は難しかったと思います。保護者との関
係では、リモートも保護者会を開いていただいたり、学級閉鎖時に個別
に連絡していただいたりと、きめ細かく対応いただき、感謝しておりま
す。
・石川台中学校から職場体験の生徒を受け入れ、図書館整備や体育・
音楽・給食などの補助に入る体験の場を提供し、職業体験にも貢献して
いる。洗足池図書館で児童の作品を展示するなど連携している。地域
教育連絡協議会も６月と１０月に開催され、伊藤校長先生、地濃副校長
先生はじめ多くの先生方より丁寧で分かりやすい教育活動の説明と、授
業参観を全ての学級について詳しく説明とともに公開いただいた。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

B

Ｃ

Ｄ

3

学校公開日の保護者
アンケートで「分かりや
すい授業をしている」
「活動が充実している」
の２項目のＡ評価

１２月に実施する保護
者アンケートの項目
「体力の向上と危険防
止の方法を身に付けさ
せている」の肯定的回
答の割合

３：
５５％
以上

２：
５０％
以上

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

主体的・対話的で深い学びにつながる授業
づくりを工夫する。

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

取組指標

２：
７５％
以上

４：
９３％
以上

１：
７５％
以下

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

３：
９０％

令和３年度　大田区立洗足池小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有
用感などを高
めるととも
に、自他の生
命を尊重す
る心を育成
するなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

◆教育目標　◎考える子　〇思いやる子　〇元気な子　◎やりぬく子
★目指す学校像　・「よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るという理念のもと「チーム洗足池」として個々の教職員の学校参画意識を高め、組織的、協働的に教育目標の達成を図る学校

★特色ある教育活動　・校内研究「外国語に親しみ、進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」～言語活動の視点からの授業改善を目指して～　・国際理解教育　　　・スクールバンドの活躍　　・オリンピックパラリンピック教育
　　　　　　　　　　　　　　・放課後算数クラブ　・土曜補習教室　・読書タイム　・完全ノーチャイム　・３０分間の休み時間　・たてわり班活動　・洗小江戸しぐさ　・夏休みわくわくスクール　・学校支援地域本部（スクールサポート洗足池）

１２月に実施する保護
者アンケート項目「学
習したことを理解してい
る」の肯定的回答の割
合

４：
９２％
以上

４：
９５％
以上

３：
８５％
以上

２：
７５％
以上

４：
９５％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

４：
６０％
以上

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

１２月に実施する保護
者アンケート項目「教
育活動に地域の力を
生かしている」の肯定
的回答の割合

１：
５０％
未満


